
別紙１ 

特定工場における生産施設の面積 

生産施設の名称 施設番号 面 積（㎡） 増減面積（㎡） 

  変 更 前 変 更 後  

第一工場 セ―１ 2,980 2,980 0 

第二工場 セ―２  300  300 0 

第三組立工場 セ―３ 0 1,050 ＋1050 

ボイラー室 セ―４  80  95 △80 ＋95 

     

生産施設の面積の合計 3,360 4,425 △80 ＋1,145 

 

備考 １ 施設番号欄には、セ－１からはじまる一連番号を記載すること。ただ

し、法第８条第１項の規定による変更の届出の場合には、その変更に

係る施設に対応する変更前の施設があるときは当該変更前の施設の届

出済の番号を記載し、その変更に係る施設に対応する変更前の施設が

ないときは届出済の一連番号の次の番号を新たに設けてそれを記載す

ること。 

２ 法第７条第１項又は一部改正法附則第３条第１項の規定による変更の届出の場合は、

面積欄を変更前と変更後に区分し、変更前の欄には全部の施設の面積を記載するととも

に、その変更に係る施設に対応する変更前の施設がないときは「なし」と記載し、変更

後の欄にはその変更に係る施設の変更後の面積のみを記載すること。 

３ 法第８条第１項の規定による変更の届出の場合は、面積欄を変更前と変更後に区分

し、その変更に係る施設についてのみ記載し、その施設に対応する変更前の施設がない

ときは、変更前の欄には「なし」と記載すること。 

４ 増減面積欄には、法７条第１項、第８条第１項又は一部改正法附則第３条第１項の規

定による変更の届出の場合のみ記載すること。この場合において、当該変更が面積の増

加である場合は増加面積を表わす正の数字を、面積の減少である場合は減少面積を表わ

す負の数字を、面積の減少と増加を同時に行う場合は減少面積を表わす負の数字と増加

面積を表わす正の数字の両方を記載すること。 

５ 生産施設の面積の合計の欄は、変更の届出の場合にあっては、変更前と変更後に区分

し、それぞれの欄に当該特定工場における全生産施設の面積の合計を記載すること。 

80 ㎡スクラップ

し、95 ㎡ビルド

した場合 

記入例 



別紙２ 

特定工場における緑地及び環境施設の面積及び配置 

１ 緑地及び環境施設の面積 

緑地（様式第 1又は第 2備考 2で区別

することとされた緑地を除く。）の名称 
施設番号 面積 （ ㎡ ） 増減面積（㎡） 

樹林地 東側周辺部 

低木地 事務所前 

リ―１ 

リ―２ 

変更前 

1,000 

    0 

変更後 

1,5000 

  50 

＋500 

＋ 50 

緑地面積（様式第 1又は第 2備考 2で区別すること

とされた緑地を除く。）の合計 
1,000 1,550 ＋550 

様式第 1又は第 2備考 2で区別するこ

ととされた緑地の名称 

施設番号 

 
面積 （ ㎡ ） 増減面積（㎡） 

 リ―○ 

 

変更前 

   0 

 

変更後 

0 

 
0 

様式第 1又は第 2備考 2で区別することとされた緑

地の面積の合計 
   0 0 0 

緑 地 面 積 の 合 計 1,000 1,550 ＋550 

緑 地 以 外 の 環 境 施 設 の 名 称 施設番号 面積 （ ㎡ ） 増減面積（㎡） 

 
カ―１ 

変更前 

500 

 

変更後 

500 

 
0 

緑 地 以 外 の 環 境 施 設 の 面 積 の 合 計 500 500 0 

環 境 施 設 の 面 積 の 合 計 1500 2,050 ＋550 

 

２ 環境施設の配置 

敷地の周辺部に配置する環境施設の各施設の番号 リ―１、カ―1 

敷地の周辺部に配置する環境施設の面積の合計 2,000㎡ 

配置について勘案した周辺の地域の

土地利用の状況などとの関係 

当工場の東南側が住宅地であるため、東側周辺部に樹林を

中心に配置し、近隣に配慮した計画とした。 

 
備考 １ 緑地の名称の欄には、区画毎に緑地の種類及びその設置の場所を記載すること。 

２ その他は、別紙１の備考１から３まで及び５と同様とすること。この場合にお いて、「セ

ー１」とあるのは、緑地（様式第１又は第２備考２で区別することとされた緑地を除く。）に

あっては「リ－１」と、様式第１又は第２備考２で区別することとされた緑地にあっては「ジ

ー１」と、緑地以外の環境施設にあっては 「カ－１」と読み替えるものとする。 

 

環境施設以外の施設と重複する緑地（屋上

緑化、駐車場緑化等）を記載 

池、調整池、テニスコート等具体的に記載 


